
ばんのまさたか

坂野正高教授略歴および研究業績

略歴

本籍 東京都目黒区青葉台 2の522の39

1916（大正5）年6月初日 絹織物を扱う堀越商会に勤務の父坂野新

次郎，母秀の長男として，ニューヨークに

生まれる

1922（大正11）年秋 帰国

1923（大正12）年4月 東京高等師範学校付属小学校入学

1933（昭和8）年3月 東京高等師範学校付属中学校4年修了

1936（昭和11）年3月 第一高等学校（旧制）文科丙類卒業

1942（昭和17）年9月 東京帝国大学（旧制）法学部政治学科卒業

1942（昭和17）年9月 東京帝国大学東洋文化研究所助手

1948（昭和23）年9月 東京都へ出向〔都立高等学校（I日制）勤務〕

1949（昭和24）年2月 都立高等学校助教授（旧制）

1955（昭和30）年1月 東京都立大学教授（人文学部ついて”法経学部，

ついで法学部）

4月 東京都立大学，大学院社会科学研究科授業兼担

1955（昭和30）年12月～1957年12月 米・英・仏・独・伊・印・ビルマ・

台湾（中華民国）へ出張（近代中国外交史研

究のため）

1962（昭和42）年4月 東京大学教授（法学部，アジア政治外交史講座担

任），東京大学大学院法学政治学研究科担当，

東洋文化研究所研究担当
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1963（昭和38）年 日本政治学会監事〔～1966（昭和41）年〕

1966（昭和41）年 日本政治学会理事〔～1968（昭和43）年〕

1966（昭和41）年1月 財団法人東洋文庫研究員（非常勤，無給）

1967（昭和42）年 国際法学会理事〔～1979（昭和54）年JO月〕

1970（昭和45）年 国際法学会常務理事（運営委員）〔～1976（昭和

51）年〕

1971（昭和46）年1月 オーストラリアへ出張（第28回国際東洋学者会

議）

1972（昭和47）年5月～ 6月 アメリカへ出張（日米知的交流計画）

1973（昭和48）年7月 フランスへ出張（第29回国際東洋学者会議）

1974（昭和49）年 アジア政経学会理事

3月 昭和48年度「吉田賞」受賞（財団法人吉田茂記

念事業財団， r近代中国政治外交史』1現代外

交の分析』に対して贈られたもの）

1975（昭和50）年 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究

所運営委員会委員

1976（昭和51）年3月 東京大学停年退官

4月 国際基督教大学教養学部教授

1981（昭和56）年II月 紫綬褒賞

1982（昭和57）年4月 国際基督教大学大学院行政学研究科教授

1985（昭和60）年 7月10日，死去

研究業績一覧

〈凡例〉

本目録は，坂野正高先生の東京大学東洋文化研究所助手時代から1985年7月死去

にいたるまでの主たる研究論文，随筆，単行本．訳本などをまとめたものである。

目録内容は，（1）研究論文・随筆を年代田に配列したもの，（2）単行本（編集を含む），

(3）訳本，（4）辞典・事典などの執筆項目，（5）書評論文，（6）研究発表講演・放送の

6つに分かれる。
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(1）では，それぞれの年ごとに，論文・随筆を発表順に並べ，単行本所収のものを

末尾にまとめた。先生の随筆は，研究またはそれに関連するものも少なくないので，

研究論文とあわせて並べてある。したがって，専門領域とは必ずしも近くはない内

容の随筆もここに含まれ，（！）は，（2）から（5）までの項目と比べ，かなり長大となって

いる。

I 文献表記の方法は，以下町とおりである。

（！）文献情報の順序は，論文では，各年ごとに論文名，所収雑誌名，巻・号．発

表年月；単行本は，編著者名｛必要な場合），題名，出版社，出版年とした。

書評論文についても．表記は論文・単行本にならった。

(2）論文単行本町副題は，原論文の形式にかかわらず，英文・邦文ともにF., 

ンユで両側をく〈る．

例えば，「馬建忠の鉄道論 1879年同二つの意見書ー←J, r東洋文化研究

所紀要心 63号， 3月

(3) 次の2に該当する略称以外で，有用と思われる情報は，亀甲（〔〕）てゆくくっ

た．その論文や本に関する書評，座談合出席者のリストなどがここに含まれ

る。

2. 発表後，単行本に編まれた研究論文や随筆には，それぞれ単行本の略称を付け

加えた。略記されたそれぞれの本町フルタイトル，出版社名，出版年は次円と

おりである。

仏
国
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正
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正
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一
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一
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一
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馬

外
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r

r
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体験一－，，筑摩書房， 1982.

3 中国の書名・人名町アルファベット表記は，先生の著作による方式をそのまま

採用した．例えば， r南行記JIま“Nanhsing-ji”，「馬建忠」は“MaChien chung” 

としている。

目録作成に際L，原載資料の外，下記のものを参照した。

国際基督教大学大学院事務資料（非公開）。

国際基督教大学アジア文化研究所．「研究所員活動報告」， rアジア文化府

究』， 12号（1981), 13号(1981), 14号(1984）。

国際基督教大学， r研究要覧，， 1981。

坂野正高， r中国近代化と馬建忠』，東京大学出版会， 1985。

坂野正高， rイメジの万華鏡J，筑摩書房， 1982.

坂野正高，文献カード（手書き）.

4 原則として，漢字は，原資料による表記にできるだけ従った。但L，簡体字は

現行の漢字表記に修正した．詳細は原資料を参照されたい。
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(1）研究論文・随筆

1941（昭和16）年 「佐々木先生のことJ, r先輩佐々木保議氏追悼号ぁ←高弥生全

1942（昭和17）年 「結核の話J, r緑全雑誌.，， 14号

「散る紅葉J, r樺J, 12月

1943（昭和18）年 「原を偲びてJ, rー高弥生会会報，， 13号

「凧」， r樺』， 5月

1944（昭和19）年 「鶏J, r棒』， 1月

1947（昭和22）年 「阿片戦争後における最恵国待遇の問題J, r東洋文化研究ゎ 6

号， JO月〔1950年，『束洋文化研究』は『東洋文化』と改称〕

1949（昭和田）年 「外交交渉における清末官人的行動様式 1854 ＇！＇－同条約改正

交渉を中心とする一考察 J, r国際法外交雑誌ぁ 48:4' 

JO月および48:6' 12月（＇外交史研究』に収録）

1950（昭和25）年 「東京都立大学人文学金案内J, r人文学報ぁ東京都立大学人文

学会， l〔創刊号〕， 7月

1951（昭和26）年 「外交史研究者の歯ぎしり J, r歴史学月報心 5号， Z月

「第一次世界大戦から 5・30まで一一国権回復運動覚書一一」，

植田捷雄（編），『現代中国を繰る世界的外交a，野村書店〔r国
際法外交雑誌，， 51 : 3に，尾上正男による書評〕

1952（昭和27）年 「仁井田さんの頑張り」．『東京都立大学中国研究会報ぁ l 〔創

刊号〕

「総理街門設立の背景」， T国際法外交雑誌』， 51 4 (1952年8

月）， 51・5(1952年10月）， 52・3(1953年6月）

1954（昭和29）年 「1848年青浦事件の一考察一一清末官人の条約解釈の一例とし

て一一」， r人文学報』，（東京都立大学人文学会）， 11号， 2月

（＇外交史研究』に収録）

「知らぬもたのしJ, r巣箱ぁ 1・2' 11月

「中国」（衛藤祷吉と共同執筆），日本政治学会編， r戦後世界政

治と米国a，岩波書店

「ロパート・ハート J，東洋経済新報社， r世界史講座』．第5巻

「帝国主義」所収 （『外交史研究』に収録）

1955（昭和30）年 「私の好きな讃美歌」， rおんかん』， 2号， 5月

1957（昭和32）年 「天津条約（1858年）調印後における清国外政機構の動揺一一欽

差大豆町上海移駐から米国公使ウォードの入京まで一一」，

r国際法外交雑誌ぁ 55:6' 3月， 56 l, 4月

1958（昭和33）年 「総理街門の成立過程」，東洋文庫近代中国研究委員会編，r近代

中国研究L 第l巻， 1月

「欧州における中国研究の印塾J, rアジア研究心 5: l, 8月

1959（昭和34）年 「法学科の歴史」， r都立大学法学ゼミ連合会誌J, 1 〔創刊号〕，

3月
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「北京における対露交渉機構の変貌 天津条約（1858年）調印

から1860年5月まで J，東洋文庫近代中国研究委員会編，

r近代中国研究』，第3巷， 8月

1960（昭和35）年 「米国人の目に映った『五・ 九』以後J，東京都立大学職員組

合， r安保闘争的記録 都立大学・一九六O年内夏←－.. 

10月

「外政機滞外交文書外交史研究一一アロー号事件を中心と

して J, r東洋文庫年報ゎ昭和三十四年度. 10月

1961（昭和36）年 「中央研究院近代史研究所内外交棺案一一特に r四国新棺』 と

『弁理撫局桔案』についてー－J, r東洋学報..43 4. 9月

（＇外交史研究』に収録）

“Japanese Studies of Diplomatic History of Modem China 
A Reappraisal by出eInvolved-," Bulletin of the fa向n

Branch of the V田 'lingScholars Association, Harvard-Yench 

mg Institute, vol.I. 

「座談合中国の近代化J,r世界の歴史 11，，「ゆらぐ中華帝国J

所収，筑摩書房 〔座談会出席者．市古宙三，小山正明，佐

々木正哉，田中正俊，野村浩一，坂野正高，山辺健太郎〕

1962（昭和37）年 「日本人町中国観 織田万博士の r清国行政法』をめく’つ

て J, r思想』， 452号（1962年2月）.456号(1962年 6月）

「共同討議 日本における政治学研究町現況←ーJ，『年報政治

学一一政治学的現代的課題一－.. 5月 〔共同討議者・潮田

江次（司会），堀豊彦．円藤進一，渡辺ー，横越英一，内山

正熊，脇圭平，清水慶三．坂野正高，神川信彦〕

「二十五人的rすしづめ学級』」， r杉ー－PTA広報』， 1• 5月

「人聞を差別する心」， r道』〔明星学園PTA全報〕. 56, 7月

「女王様の手袋J, r道』， 60, 10月

“Development of China Studies m Postwar Japan -Foreword 

ー，” Deie/opingEco何日叩由，〔アジア経済研究所〕 Preliminary

Issue, No 2, September December 

1963（昭和38）年 「賞仲歯（強形雲）とアロ一戦争←一清英交渉機構のー側面ー一」，

英修道博士還暦記念論文集編集委員会編，『英修道博士還暦記

念外交及び国際政治の諸問題』（＇外交史研究』に収録）

「黄恵廉とアロ一戦争ー一英語的話せたー青年の役割一一J，『束

京都立大学法学雑誌』， 3 1・2合併号， 3月 （『外交史研

究』に収録）

1964（昭和39）年 「座談合中国の試練J, r中央公論ぁ 79:7. 7月〔座談会出

席者関野雄，野村浩一，横田説，坂野正高，武田泰淳〕

1966（昭和41）年 「歴史からのアナロジーJ, r朝日ジャーナ＇＂•· 8’43, 10月16
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日号，特集変容する中図的底流 Z，文化大革命をこう理

解する

池島信平編，『歴史よもやま話・東洋篇』， IO月〔池島信平，野

原四郎氏との鼎談，「北清事変」について〕

1967（昭和421年 「同治年間（1862ー1874）の条約論議」， r東洋文化』， 42号， 3月

（「外交史研究』に収録）

1968（昭和43）年 「中国を英国の外交官はどのように見ていたか一一7 カートニ

一使節団の派遣から辛宮草命まで一一」坂野正高・衛藤議官

共編，『中国をめfる国際政治」．東京大学出版会 （＇外交史

研究』に収録） 〔r国際法外交雑誌』， 67目5. 2月， rアジア

研究心 15: 4, I月，に書評〕

1969（昭和44）年 「大世界史よもやま話」， F眠れる獅子 大世界史 20』，衛藤

協吉著，文芸春秋社，付録「商学東漸記一一容悶自伝」解説，

r西学東漸記』，百瀬弘訳，坂野正高解説，平凡社．東洋文庫

133 

1970（昭和45）年 「現代的学者における学問と政治一一メリー ライト教授小伝

一一」＇ r東洋学報J, 53: I, 6月（＇イメジ』に収録）

「『水詰伝』と r資治通鑑』」， rアジ調月報』， 2 10, IO月号

（『イメジ』に収録）

「学会展望 1969年」町「アジアJの項目， r年報政治学 1970』，岩

波書店〔無署名〕

1971（昭和46）年 「第28回国際東洋学者会議に出席して」，『アジ調月報心 3・4.
4月号 （「カンベラにて」と改題， rイメジ』に収録）

「第四国国際東洋学者会議（！）－一東洋史部門，ことに中国史関

係の報告について J, r史学雑誌ぁ 80:6. 6月

「フランス留学時代的馬建忠一一外交及ぴ外交官制度に関する

二つの意見書(1878年）を中心として一一」，『国家学会雑誌L

84: 5・6合併号. 8月 （＇イメジ』に収録）

1972（昭和47）年 「近代中国内政治と社会」，週刊 r東洋経済』， 2月19日号

「アメリカ東部内 ヵ月」， rアジ調月報心 4: 9. 9月号

（『イメジaに収録）

「イメジの万華鏡一一私の経験した米国・日本・中国の五十年

一一」， r中央公論』， 8月号 （＇イメジ』に収録）

「イェ ル大学の論文指導J, 'UPJ, I号〔創刊号〕， 11月

（『イメジ』に収録）

「図書館専門職J, 'UP』， Z号， 12月 （『イメジ』に収録）

“A Kaleidoscope of Images Uruted States, Japan, and China 

as Personally Experiencedー，” Bulleteinof the Internaho叩 l

House of.fa.向n,30 October 〔Newsldter,Aug I, 1972に短
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縮された文章掲載〕

「馬建忠の海軍論 1882年内意見書を中心として J，川野

重任（編）， rアジア円近代j~，，東京大学出版会 （＇馬建忠』

に収録）

“Ma Chien chung (1844-1900) a frustrated French trained 

early reformist-his Vlews on diplomatic service and naval 

traimngー，” Memoirsof the R自由rchDepart，制enlof the T.のり

Bunko，出eOriental Library, No 30. 

1973（昭和48）年 「rニューヨーク・ 7イムズ』を読む」， 'UPゎ 3号， l月

（＇イメジ aに収録）

「ある史料との再会」， rアジ調月報ぁ 5目2. 2月号 （＇イメ

ジ』に収録）

「外交の非公式チャネルー＿，松本重治回想録』によせて一一j,

r歴史と人物ゎ 27号， 5月 （＇イメジ』に収録）

「康有為の r公車上奏』」， rアジ調月報』. 5 12, 12月号（＇ィ

メジ』に収録）

1974（昭和49）年 「サン・シュルピス寺院にて一一学問と政治の間 」， 'UP,, 

15号， 1月 （＇イメジ』に収録）

「馬建君、の鉄道論一一1879年内二つの意見書一一」， r東洋文化研

究所紀要J, 63号. 3月 （『馬建J官、』に収録）

「駐清英公使ブルース円みた生麦事件のリチャードソン一一プ

ライヴェート・レターのおもしろさ J, r学士会会報』，

723号. 4月 （『イメジ』に収録）

f織田高」，潮見俊隆・利谷信義編，特集 r日本司法学者』，法

学セミナー増刊号，日本評論社， 6月号 （＇イメジ』に収録）

1975（昭和50）年 「r男子町本懐』としての政治学一一南原先生の思い出 J, r緑

会雑誌』，復刊第9号， 1月（『イメジJに収録）

「植田捷雄先生をしのよJ，私家版 r植田先生ゎ 8月16日（＇ィ

メジ』に収録）

「姉崎先生町一喝一一『縁なき集生』の思い出一一＇＇ r陸ぁ 陸俳

句会， 3: 9. 9月 （＇イメジ』に収録）

「r清僧格林i｛・奏疏喜解』についてJ，故村松教授追悼事業会編，

r故村松教授追悼論文集一一中国の政治と経済ーっ，東洋経

済新報社

「中国と日本一一パートランド ラッセルの『中国の問題J(1922 

年）をめく・って一一」， r東京大学公開講座アジア町中町日

本L 東京大学出版会 （＇イメジ』に収録）

1976（昭和51）年 「パケツ町中町獲物一一飯塚浩二著 r満蒙紀行』に寄せてーコ，

rアジア時報J, 74号， 6月 （＇イメジ』に収録）
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「飯塚浩二『満蒙紀行』解説」， r飯塚浩二著作集』 (10)（「飯塚

浩二氏と『満蒙紀行』」と題して，『イメジ』に収録）
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